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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通知を行う状態を判定する判定部と、
　判定結果に基づいて、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置にお
ける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させ
る通知処理部と、
　を備え、
　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを、特定の表示形式
で表示画面に表示させることにより通知させる、医療用装置。
【請求項２】
　前記判定部は、前記通知を行う状態として、エラーが発生したことを通知するエラー通
知状態を判定し、
　前記通知処理部は、発生したエラーの内容を示す前記医療用装置通知情報を、通知させ
る、請求項１に記載の医療用装置。
【請求項３】
　前記判定部は、前記通知を行う状態として、医療用装置の現状を通知する現状通知状態
を判定し、
　前記通知処理部は、医療用装置の現状を示す前記医療用装置通知情報を、通知させる、
請求項１または２に記載の医療用装置。
【請求項４】
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　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを、片方向通信によ
り通知させる、請求項１～３のいずれか１つに記載の医療用装置。
【請求項５】
　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを変調した信号を、
音声出力デバイスに出力させることにより、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報
とを通知させる、請求項４に記載の医療用装置。
【請求項６】
　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報との一方または双方を
、暗号化して通知させる、請求項１～５のいずれか１つに記載の医療用装置。
【請求項７】
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報とを、医療用装置から取得する処理を行う取得処理部と、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる送信処理部と、
　を備える、情報処理装置。
【請求項８】
　前記送信処理部は、前記情報処理装置において付加される付加情報をさらに含む前記送
信情報を、送信させる、請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　取得された前記医療用装置通知情報を解析する解析部をさらに備え、
　前記送信情報に含まれる、前記医療用装置通知情報に基づく情報は、取得された前記医
療用装置通知情報の解析結果を示す情報である、請求項７または８に記載の情報処理装置
。
【請求項１０】
　取得された前記医療用装置通知情報の解析結果に基づく情報を通知させる通知処理部を
、さらに備える、請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記所定の送信先からの前記送信情報に対する応答を示す応答情報を通知させる通知処
理部を、さらに備える、請求項７～１０のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記送信情報に含まれる前記医療用装置通知情報に基づく情報は、取得された前記医療
用装置通知情報である、請求項７～１１のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信情報が取得された場合に、前記送信情報に
基づいて前記医療用装置における通知内容の種別を判定する判定部と、
　判定された通知の種別に対応する処理を行う処理部と、
　を備える、情報処理装置。
【請求項１４】
　前記判定部は、前記通知内容の種別として、前記医療用装置においてエラーが発生した
ことが通知されたエラー発生通知であるか、または、前記医療用装置における現状が通知
された現状報告通知であるかを、判定する、請求項１３に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　通知を行う状態を判定するステップと、
　判定結果に基づいて、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置にお
ける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させ
るステップと、
　を有し、
　前記外部装置で読み取り可能な形式で通知させるステップでは、前記装置管理情報と前
記医療用装置通知情報とを、特定の表示形式で表示画面に表示させることにより通知させ
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る、医療用装置により実行される処理方法。
【請求項１６】
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報とを、医療用装置から取得するステップと、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させるステップと、
　を有する、情報処理装置により実行される処理方法。
【請求項１７】
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信情報が取得された場合に、前記送信情報に
基づいて前記医療用装置における通知内容の種別を判定するステップと、
　判定された通知の種別に対応する処理を行うステップと、
　を有する、情報処理装置により実行される処理方法。
【請求項１８】
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報とを、医療用装置から取得する機能、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる機能、
　をコンピュータに実現させるためのプログラム。
【請求項１９】
　医療用装置と、
　第１の情報処理装置と、
　第２の情報処理装置と、
　を有し、
　前記医療用装置は、
　通知を行う状態を判定する第１の判定部と、
　判定結果に基づいて、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置にお
ける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させ
る通知処理部と、
　を備え、
　前記第１の情報処理装置は、
　前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを、前記医療用装置から取得する処理を
行う取得処理部と、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる送信処理部と、
　を備え、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記送信情報が取得された場合に、前記送信情報に基づいて前記医療用装置における通
知内容の種別を判定する第２の判定部と、
　判定された通知の種別に対応する処理を行う処理部と、
　を備える、医療用情報処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、医療用装置、情報処理装置、処理方法、プログラム、および医療用情報処理
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用装置を管理するシステムに関する技術が開発されている。医療機器（医療用装置
に該当する。以下、同様とする。）を管理するシステムに関する技術としては、例えば下
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記の特許文献１に記載の技術が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２０４２０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　医療現場では、様々な医療用装置が使用されている。また、医療現場にいる医療従事者
は、必ずしも医療用装置に精通している訳ではない。そのため、例えば医療用装置に故障
が発生したときなどに、医療従事者などの医療用装置を用いる者を補助して利便性の向上
を図ることが可能な仕組みが、望まれている。
【０００５】
　ここで、例えば特許文献１に記載の技術が用いられるシステムでは、医療従事者などの
システムを利用する利用者が入力端末を操作することにより医療機器の情報が生成され、
各医療機器に対応する医療機器の情報が管理サーバで処理されることによって、医療機器
が管理される。
【０００６】
　しかしながら、医療従事者などのシステムを利用する利用者が入力端末を操作しなけれ
ばならない場合には、当該利用者の利便性を損ねる恐れがある。
【０００７】
　本開示では、医療用装置を用いる者の利便性の向上を図ることが可能な、新規かつ改良
された医療用装置、情報処理装置、処理方法、プログラム、および医療用情報処理システ
ムを提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示によれば、通知を行う状態を判定する判定部と、判定結果に基づいて、医療用装
置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医療用装置通
知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させる通知処理部と、を備える、医療
用装置が、提供される。
【０００９】
　また、本開示によれば、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置に
おける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、医療用装置から取得する処理を行う取得
処理部と、取得された上記装置管理情報と、取得された上記医療用装置通知情報に基づく
情報とを含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる送信制御部
と、を備える、情報処理装置が、提供される。
【００１０】
　本開示によれば、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における
通知内容を示す医療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信情報が取得された場合に
、上記送信情報に基づいて上記医療用装置における通知内容の種別を判定する判定部と、
判定された通知の種別に対応する処理を行う処理部と、を備える、情報処理装置が、提供
される。
【００１１】
　また、本開示によれば、通知を行う状態を判定するステップと、判定結果に基づいて、
医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医療
用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させるステップと、を有する
、医療用装置により実行される処理方法が、提供される。
【００１２】
　また、本開示によれば、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置に
おける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、医療用装置から取得するステップと、取
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得された上記装置管理情報と、取得された上記医療用装置通知情報に基づく情報とを含む
、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させるステップと、を有する、
情報処理装置により実行される処理方法が、提供される。
【００１３】
　本開示によれば、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における
通知内容を示す医療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信情報が取得された場合に
、上記送信情報に基づいて上記医療用装置における通知内容の種別を判定するステップと
、判定された通知の種別に対応する処理を行うステップと、を有する、情報処理装置によ
り実行される処理方法が、提供される。
【００１４】
　また、本開示によれば、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置に
おける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、医療用装置から取得する機能、取得され
た上記装置管理情報と、取得された上記医療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信
情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる機能、をコンピュータに実現さ
せるためのプログラムが、提供される。
【００１５】
　また、本開示によれば、医療用装置と、第１の情報処理装置と、第２の情報処理装置と
、を有し、上記医療用装置は、通知を行う状態を判定する第１の判定部と、判定結果に基
づいて、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を
示す医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させる通知処理部と
、を備え、上記第１の情報処理装置は、上記装置管理情報と上記医療用装置通知情報とを
、上記医療用装置から取得する処理を行う取得処理部と、取得された上記装置管理情報と
、取得された上記医療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信情報を、設定されてい
る所定の送信先に対して送信させる送信制御部と、を備え、上記第２の情報処理装置は、
上記送信情報が取得された場合に、上記送信情報に基づいて上記医療用装置における通知
内容の種別を判定する第２の判定部と、判定された通知の種別に対応する処理を行う処理
部と、を備える、医療用情報処理システムが、提供される。
【発明の効果】
【００１６】
　本開示によれば、医療用装置を用いる者の利便性の向上を図ることができる。
【００１７】
　なお、上記の効果は必ずしも限定的なものではなく、上記の効果とともに、または上記
の効果に代えて、本明細書に示されたいずれかの効果、または本明細書から把握されうる
他の効果が奏されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態に係る医療用情報処理システムの構成の一例を示す説明図である。
【図２】本実施形態に係る医療用装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】本実施形態に係る情報処理装置（第１の情報処理装置）の構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図４】本実施形態に係る情報処理装置（第１の情報処理装置）のハードウェア構成の一
例を示す説明図である。
【図５】本実施形態に係る情報処理装置（第１の情報処理装置）における処理方法に係る
処理の一例を説明するための説明図である。
【図６】本実施形態に係る情報処理装置（第２の情報処理装置）の構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図７】本実施形態に係る情報処理装置（第２の情報処理装置）のハードウェア構成の一
例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
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　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２０】
　また、以下では、下記に示す順序で説明を行う。
　　１．本実施形態に係る医療用情報処理システム
　　２．本実施形態に係るプログラム
【００２１】
（本実施形態に係る医療用情報処理システム）
［１］医療用情報処理システムの構成
　図１は、本実施形態に係る医療用情報処理システム１０００の構成の一例を示す説明図
である。医療用情報処理システム１０００は、例えば、医療用装置１００（医療用装置ま
たは医療用装置システム）と、情報処理装置２００（第１の情報処理装置）と、情報処理
装置３００（第２の情報処理装置）とを有する。
【００２２】
　図１では、医療用装置１００として、“先端部に撮像素子を備えるしたビデオスコープ
、光源デバイス、プロセッサなどを備える処理デバイス、および表示デバイスを含む内視
鏡システム”を示している。なお、医療用装置１００は、図１に示すような内視鏡システ
ムに限られない。例えば、医療用装置１００は、光学式の顕微鏡を備える医療用観察装置
や電子撮像式の顕微鏡として機能する撮像デバイスを備える医療用観察装置などの、医療
用観察装置であってもよい。また、医療用装置１００は、例えば、“生体情報モニタやナ
ビゲーション装置などの様々な医療用画像装置（モダリティ装置）”や、“電気メスやバ
イポーラ、超音波吸引器などの様々な処置装置”などの、後述する医療用装置１００にお
ける処理方法に係る処理を行うことが可能な、医療分野で用いられる任意の装置（または
複数の装置で構成される、任意の装置システム）であってもよい。
【００２３】
　また、図１では、情報処理装置２００としてスマートホンを示している。なお、情報処
理装置２００は、図１に示すスマートホンのような通信装置に限られない。例えば、情報
処理装置２００は、ＰＣ（Personal　Computer）などのコンピュータや、タブレット型の
装置など、後述する情報処理装置２００における処理方法に係る処理を行うことが可能な
、任意の装置であってもよい。
【００２４】
　また、図１では、情報処理装置３００としてサーバを示している。なお、情報処理装置
３００は、図１に示すようなサーバに限られない。例えば、情報処理装置３００は、ＰＣ
などのコンピュータや、タブレット型の装置など、後述する情報処理装置３００における
処理方法に係る処理を行うことが可能な、任意の装置であってもよい。
【００２５】
　なお、本実施形態に係る医療用情報処理システムの構成は、図１に示す例に限られない
。
【００２６】
　例えば、本実施形態に係る医療用情報処理システムは、医療用装置１００を複数有して
いてもよい。医療用装置１００を複数有する場合、複数の医療用装置１００では、後述す
る医療用装置１００における処理方法に係る処理が、それぞれ行われる。
【００２７】
　また、本実施形態に係る医療用情報処理システムは、情報処理装置２００を複数有して
いてもよい。情報処理装置２００を複数有する場合、複数の情報処理装置２００では、後
述する情報処理装置２００における処理方法に係る処理が、それぞれ行われる。
【００２８】
　また、本実施形態に係る医療用情報処理システムは、情報処理装置３００を複数有して
いてもよい。情報処理装置３００を複数有する場合、複数の情報処理装置３００では、後
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述する情報処理装置３００における処理方法に係る処理が、それぞれ行われる。
【００２９】
［１－１］医療用装置１００
［１－１－１］医療用装置１００における処理方法に係る処理
　医療用装置１００は、通知を行う状態を判定し、通知を行う状態の判定結果に対応する
情報を、情報処理装置２００などの外部装置で読み取り可能な形式で通知する。以下、通
知を行う状態の判定結果に対応する情報を、総称して「判定結果に対応する情報」と示す
場合がある。本実施形態に係る外部装置で読み取り可能な形式での通知は、ネットワーク
経由の通信による通知とは異なる。本実施形態に係る外部装置で読み取り可能な形式での
通知としては、例えば後述するように、表示画面に表示させることによる通知と、片方向
通信による通知とが、挙げられる。
【００３０】
　医療用装置１００が判定する通知を行う状態としては、例えば、エラーが発生したこと
を通知するエラー通知状態と、医療用装置１００の現状を通知する現状通知状態とが挙げ
られる。
【００３１】
　また、本実施形態に係る判定結果に対応する情報としては、例えば、装置管理情報と、
医療用装置通知情報とが挙げられる。
【００３２】
　本実施形態に係る装置管理情報とは、医療用装置１００の管理に用いられるデータであ
る。装置管理情報としては、例えば、医療用装置１００を一意に識別することが可能な識
別情報が挙げられる。本実施形態に係る識別情報としては、例えば、医療用装置１００の
装置ＩＤ、および医療用装置１００のシリアル番号が、挙げられる。
【００３３】
　なお、本実施形態に係る装置管理情報は、上記識別情報に限られない。例えば、本実施
形態に係る装置管理情報は、医療用装置１００を一意に特定して管理することが可能な任
意のデータ（またはデータ群）であってもよい。
【００３４】
　また、本実施形態に係る医療用装置通知情報とは、医療用装置１００における通知内容
を示すデータである。
【００３５】
　医療用装置通知情報が示す内容は、判定された通知を行う状態によって変わりうる。判
定された通知を行う状態がエラー通知状態である場合、医療用装置通知情報には、例えば
、エラー番号、緊急度、エラーが発生したモジュールなどのＩＤ、エラーに付随するデー
タのうちの、１または２以上が含まれる。また、判定された通知を行う状態が現状通知状
態である場合、医療用装置通知情報には、例えば、ソフトウェアなどのバージョンを示す
データ、累積稼働時間を示すデータ、部品の使用状況を示すデータ（例えば、バッテリの
実効容量や、バッテリの充放電回数、ランプの稼働時間などを示すデータ）、自己診断機
能の動作結果を示すデータのうちの、１または２以上が含まれる。なお、医療用装置通知
情報が示す内容の例が、上記に示す例に限られないことは、言うまでもない。
【００３６】
　以下、医療用装置１００の構成の一例を説明しつつ、医療用装置１００における処理方
法に係る処理の一例を説明する。
【００３７】
［１－１－２］医療用装置１００の構成
　図２は、本実施形態に係る医療用装置１００の構成の一例を示すブロック図である。医
療用装置１００は、例えば、出力部１０２と、制御部１０４とを備える。
【００３８】
　医療用装置１００は、例えば、ＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）などの演算回路で
構成される、１または２以上のプロセッサ（図示せず）と、ＲＯＭ（Read　Only　Memory
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。図示せず）と、ＲＡＭ（Random　Access　Memory。図示せず）とを備える。また、医療
用装置１００は、例えば、医療用装置１００が有する機能を実現するための構成を有する
。例えば、医療用装置１００が、図１に示す内視鏡システムである場合、医療用装置１０
０は、ビデオスコープや光源デバイス、表示デバイスなどを有する。医療用装置１００は
、例えば、医療用装置１００が備えているバッテリなどの内部電源から供給される電力、
または、接続されている外部電源から供給される電力などによって、駆動する。
【００３９】
　プロセッサ（図示せず）は、制御部１０４として機能し、後述する医療用装置１００に
おける処理方法に係る処理を主導的に行う。なお、後述する医療用装置１００における処
理方法に係る処理は、プロセッサ（図示せず）とは別体の処理回路により行われてもよい
。
【００４０】
　ＲＯＭ（図示せず）は、プロセッサ（図示せず）が使用するプログラムや、演算パラメ
ータ、装置管理情報（後述する）や医療用装置通知情報（後述する）などの医療用装置１
００における処理方法に係る処理に係るデータなどの、様々なデータを記憶する。ＲＡＭ
（図示せず）は、プロセッサ（図示せず）により実行されるプログラムなどを一時的に記
憶する。
【００４１】
　出力部１０２は、判定結果に対応する情報を外部に通知する。出力部１０２における通
知は、制御部１０４（より具体的には、後述する通知処理部）により制御される。
【００４２】
　出力部１０２は、例えば、判定結果に対応する情報を表示画面に表示させることにより
通知する。
【００４３】
　判定結果に対応する情報を表示画面に表示させることにより通知する場合、出力部１０
２は、例えば表示デバイスで構成される。出力部１０２を構成する表示デバイスとしては
、例えば、液晶ディスプレイや有機ＥＬ（Electro-Luminescence）ディスプレイ、ＣＲＴ
（Cathode　Ray　Tube）ディスプレイなどが挙げられる。
【００４４】
　出力部１０２は、例えば、“図１において符号Ｎで示すように、表示デバイスの表示画
面に、二次元コードなどの判定結果に対応する情報を示す複数次元コードを表示させるこ
と”、“表示デバイスの表示画面に、判定結果に対応する情報の内容を示す文字列を表示
させること”など、外部装置において通知を認識することが可能な任意の表示方法によっ
て、判定結果に対応する情報を表示画面に表示させることにより通知する。判定結果に対
応する情報の内容を示す文字列を表示させる場合、出力部１０２は、文字列と共に固有の
アイコンを表示させてもよい。文字列と共に固有のアイコンを表示させることによって、
情報処理装置２００などの外部装置における通知の認識率の向上を図ることが可能である
。
【００４５】
　なお、判定結果に対応する情報を表示画面に表示させることにより通知する場合、表示
デバイスは、図１に示す例に限られない。例えば、判定結果に対応する情報を表示画面に
表示させることにより通知する場合、表示デバイスは、例えば、電卓に搭載されているよ
うなキャラクタ表示が可能な表示デバイスであってもよい。
【００４６】
　また、出力部１０２は、例えば、判定結果に対応する情報を、片方向通信により通知し
もよい。出力部１０２は、例えば、片方向通信が可能な任意の通信方式の通信によって、
判定結果に対応する情報を通知する。
【００４７】
　判定結果に対応する情報を片方向通信により通知する場合、出力部１０２は、例えば、
片方向通信が可能な出力デバイスで構成される。出力部１０２を構成する出力デバイスと
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しては、例えば、ＲＳ２３２Ｃなどの所定の通信規格に対応する通信デバイス、赤外線通
信に対応する通信デバイス、スピーカなどの任意の変調方式で変調された音波を出力する
音声出力デバイスなど、片方向通信が可能な任意の通信方式に対応する出力デバイスが、
挙げられる。音声出力デバイスが出力する音波は、例えば、人間の耳で聞こえる可聴周波
数帯（例えば、１０～数万［Ｈｚ］）の音波であってもよいし、超音波などの人間の耳で
聞こえない周波数帯の音波であってもよい。
【００４８】
　ここで、出力部１０２が判定結果に対応する情報を片方向通信により通知させる場合に
は、出力部１０２が判定結果に対応する情報を双方向通信により通知させる場合よりも、
セキュリティを向上させることが可能である。なお、出力部１０２が、判定結果に対応す
る情報を双方向通信により通知させることが可能であることは、言うまでもない。
【００４９】
　制御部１０４は、例えばプロセッサ（図示せず）などで構成され、医療用装置１００全
体を制御する役目を果たす。また、制御部１０４は、例えば、判定部１１０（第１の判定
部）と、通知処理部１１２とを備え、医療用装置１００における処理方法に係る処理を主
導的に行う役目を果たす。
【００５０】
　判定部１１０は、通知を行う状態を判定する。上述したように、判定部１１０が判定す
る通知を行う状態としては、例えば、エラー通知状態と、現状通知状態とが挙げられる。
【００５１】
　判定部１１０は、例えば、何らかの機能に係る処理が実行されているときに正常に処理
が行われなかった場合や、自己診断機能を行った結果、エラーが発見された場合に、エラ
ー通知状態であると判定する。また、判定部１１０は、保守のための操作などの所定の操
作が検出された場合に、現状通知状態であると判定する。
【００５２】
　通知を行う状態であると判定した場合、判定部１１０は、判定結果を通知処理部１１２
に伝達する。
【００５３】
　通知処理部１１２は、判定部１１０から伝達される判定結果に基づいて、装置管理情報
と医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させる。通知処理部１
１２は、例えば、装置管理情報と、判定部１１０から伝達される判定結果に対応する医療
用装置通知情報とを、出力部１０２に出力させる。
【００５４】
　また、通知処理部１１２は、装置管理情報と医療用装置通知情報との一方または双方を
、暗号化して通知させてもよい。通知処理部１１２は、例えば、情報処理装置２００と情
報処理装置３００との一方または双方で復号化することが可能な暗号鍵（例えば、情報処
理装置２００と情報処理装置３００との一方または双方で共有されている共通鍵、情報処
理装置２００の公開鍵、あるいは、情報処理装置３００の公開鍵）で暗号化する。
【００５５】
　例えば、出力部１０２に、判定結果に対応する情報を表示画面に表示させることにより
通知させる場合、通知処理部１１２は、判定結果に対応する情報を示す二次元コード（複
数次元コードの一例。以下、同様とする。）を生成し、生成した二次元コードを出力部１
０２を構成する表示デバイスに表示させる。通知処理部１１２は、例えば、表示を制御す
る制御信号と生成した二次元コードを示す信号とを、表示デバイスに伝達することによっ
て、生成した二次元コードを表示デバイスに表示させる。
【００５６】
　なお、上述したように、通知処理部１１２は、判定結果に対応する情報を示す文字列な
どを、出力部１０２を構成する表示デバイスに表示させることも可能である。
【００５７】
　また、例えば、出力部１０２に、判定結果に対応する情報を片方向通信により通知させ
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る場合、通知処理部１１２は、例えば、通信を制御する制御信号と、判定結果に対応する
情報とを出力部１０２を構成する通信デバイス（出力デバイスの一例）に伝達することに
よって、判定結果に対応する情報を、当該通信デバイスが対応する通信方式の片方向通信
で送信させる。また、判定結果に対応する情報を片方向通信により通知させる場合、通知
処理部１１２は、例えば、判定結果に対応する情報を任意の変調方式で変調した信号を、
出力部１０２を構成する音声出力デバイス（出力デバイスの一例）に伝達することによっ
て、判定結果に対応する情報が変調された音波を当該音声出力デバイスに出力させてもよ
い。
【００５８】
　なお、上述したように、通知処理部１１２は、判定結果に対応する情報を双方向通信に
より通知させることも可能である。
【００５９】
　医療用装置１００は、例えば図２に示す構成によって、通知を行う状態を判定し、通知
を行う状態の判定結果に対応する情報を通知する。
【００６０】
　なお、医療用装置１００の構成は、図２に示す例に限られない。
【００６１】
　例えば、医療用装置１００は、図２に示す判定部１１０および通知処理部１１２の一方
または双方を、制御部１０４とは個別に備える（例えば、別の処理回路で実現する）こと
ができる。
【００６２】
　また、例えば、出力部１０２と同様の機能、構成を有する外部の出力デバイスを介して
、判定結果に対応する情報を通知する場合には、医療用装置１００は、出力部１０２を備
えていなくてもよい。
【００６３】
［１－２］情報処理装置２００
［１－２－１］情報処理装置２００における処理方法に係る処理
　情報処理装置２００は、例えば、医療用装置１００から通知される判定結果に対応する
情報を取得し、取得された判定結果に対応する情報に基づく送信情報を、設定されている
所定の送信先に対して送信する。
【００６４】
　判定結果に対応する情報が表示画面に表示させることにより通知される場合、情報処理
装置２００は、撮像デバイスで撮像を行うことによって、判定結果に対応する情報を取得
する。
【００６５】
　また、判定結果に対応する情報が片方向通信（または、双方向通信）で通知される場合
、情報処理装置２００は、通信に対応するデバイスで判定結果に対応する情報を受信する
ことによって、判定結果に対応する情報を取得する。通信に対応するデバイスとしては、
例えば、通信デバイスやマイクロホンなどが挙げられる。
【００６６】
　例えば上記のように取得された判定結果に対応する情報は、例えば、情報処理装置２０
０が備える記憶部（後述する）などの記録媒体に記録される。
【００６７】
　本実施形態に係る送信情報には、例えば、医療用装置１００から取得された装置管理情
報と、医療用装置１００から取得された医療用装置通知情報に基づく情報とが含まれる。
【００６８】
　本実施形態に係る医療用装置通知情報に基づく情報としては、例えば、医療用装置１０
０から取得された医療用装置通知情報が挙げられる。
【００６９】
　また、本実施形態に係る医療用装置通知情報に基づく情報は、医療用装置１００から取
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得された医療用装置通知情報の解析結果を示す情報であってもよい。医療用装置通知情報
の解析結果を示す情報としては、例えば、エラーへの一次対応策を示すデータ（例えば、
一次対応策に対応付けられているＩＤなど）が、挙げられる。情報処理装置２００は、例
えば、後述する解析部において取得された医療用装置通知情報を解析する。なお、医療用
装置通知情報の解析は、情報処理装置２００の外部装置において行われてもよい。
【００７０】
　医療用装置１００から取得された判定結果に対応する情報が暗号化されている場合（装
置管理情報と医療用装置通知情報との一方または双方が暗号化されている場合）、情報処
理装置２００は、暗号化されている判定結果に対応する情報を復号化してもよいし、暗号
化されている判定結果に対応する情報を復号化しなくてもよい。情報処理装置２００が、
暗号化されている判定結果に対応する情報を復号化する場合、送信情報には、復号化され
た判定結果に対応する情報、または、復号化された判定結果に対応する情報に基づく情報
が、含まれる。また、情報処理装置２００が、暗号化されている判定結果に対応する情報
を復号化しない場合、送信情報には、暗号化された判定結果に対応する情報が含まれる。
【００７１】
　なお、送信情報に含まれる情報は、上記に示す例に限られない。例えば、情報処理装置
２００は、情報処理装置２００において付加される付加情報をさらに含む送信情報を、送
信することも可能である。
【００７２】
　本実施形態に係る付加情報としては、例えば、情報処理装置２００を示す識別情報など
の情報処理装置２００に予め設定されているデータ、情報処理装置２００の位置を示す位
置情報、情報処理装置２００のユーザの操作により設定された情報のうちの、１または２
以上のデータが挙げられる。情報処理装置２００のユーザの操作により設定された情報と
しては、例えば、医療用装置１００を所有する所有者を示すデータ（例えば、所有者を示
すＩＤなど）、医療用装置１００の設置場所を示すデータ（例えば、設置されている施設
を示すＩＤなど）、医療用装置１００の利用者などのコメントを示すデータ、医療用装置
１００を販売した販売代理店を示すデータ（例えば、販売代理店を示すＩＤなど）のうち
の、１または２以上のデータが挙げられる。なお、本実施形態に係る付加情報の例が、上
記に示す例に限られないことは、言うまでもない。
【００７３】
　情報処理装置２００は、例えば上記のような送信情報を、設定されている所定の送信先
に対して送信する。
【００７４】
　設定されている所定の送信先としては、例えば、情報処理装置３００などの装置、メー
ルアドレス、ＵＲＬ（Uniform　Resource　Locator）などが、挙げられる。情報処理装置
３００は、例えば、送信情報の送信先を示す情報（例えば、情報処理装置３００のＩＰ（
Internet　Protocol）アドレスを示すデータなど）を参照することによって、送信先を特
定する。送信先を示す情報は、例えば、記憶部（後述する）などの記録媒体に記憶される
。
【００７５】
　情報処理装置３００が複数存在する場合など、所定の送信先が複数存在する場合、情報
処理装置２００は、判定結果に対応する情報を取得した医療用装置１００に対応する送信
先に対して、送信情報を送信する。所定の送信先が複数存在する場合、送信先を示す情報
は、例えば、医療用装置１００の識別情報と対応付けて記録媒体に記憶される。
【００７６】
　なお、情報処理装置２００における処理方法に係る処理は、上記に示す例に限られない
。
【００７７】
　上述したように、情報処理装置２００は、医療用装置１００から取得された医療用装置
通知情報を解析する処理を、行ってもよい。
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【００７８】
　解析する処理の一例を挙げると、情報処理装置２００は、例えば、装置ＩＤ、シリアル
番号、エラー番号、緊急度、エラーが発生したモジュールなどのＩＤ、エラーに付随する
データなどの組み合わせから、エラーへの一次対応策を特定し、特定された一次対応策を
示すデータを生成する。情報処理装置２００は、例えば、記憶部（後述する）に記憶され
ているエラーへの一次対応策を示す情報、または、サーバなどの外部装置に記憶されてい
るエラーへの一次対応策を示す情報を参照することによって、エラーへの一次対応策を特
定する。なお、解析する処理は、上記に示す例に限られず、情報処理装置２００は、任意
のアルゴリズムで医療用装置通知情報を解析してもよい。
【００７９】
　また、解析する処理を行う場合、情報処理装置２００は、さらに、解析結果に基づく情
報を通知してもよい。情報処理装置２００は、例えば、解析結果を示す文字列や画像（解
析結果に基づく情報の一例）を表示画面に表示させることによる視覚的な通知、解析結果
を示す音声（解析結果に基づく情報の他の例）をスピーカなどの音声出力デバイスから出
力させることによる聴覚的な通知、あるいは、これらの組み合わせなどによって、解析結
果に基づく情報を通知する。解析結果に基づく情報が通知されることによって、例えば、
情報処理装置２００からの通知を受けた者は、医療用装置１００において発生したエラー
に対する一次対応を、即座に行うことができる。
【００８０】
　また、送信情報の送信先からの送信情報に対する応答を示す応答情報が受信された場合
、情報処理装置２００は、応答情報を通知してもよい。情報処理装置２００は、例えば、
応答内容を示す文字列や画像（応答情報の一例）を表示画面に表示させることによる視覚
的な通知、応答内容を示す音声（応答情報の他の例）をスピーカなどの音声出力デバイス
から出力させることによる聴覚的な通知、あるいは、これらの組み合わせなどによって、
応答情報を通知する。
【００８１】
　以下、情報処理装置２００の構成の一例を説明しつつ、情報処理装置２００における処
理方法に係る処理の一例を説明する。
【００８２】
［１－２－２］情報処理装置２００の構成
　図３は、本実施形態に係る情報処理装置２００（第１の情報処理装置）の構成の一例を
示すブロック図である。情報処理装置２００は、例えば、通信部２０２と、取得部２０４
と、制御部２０６とを備える。
【００８３】
　図４は、本実施形態に係る情報処理装置２００（第１の情報処理装置）のハードウェア
構成の一例を示す説明図である。情報処理装置２００は、例えば、プロセッサ２５０と、
ＲＯＭ２５２と、ＲＡＭ２５４と、記録媒体２５６と、入出力インタフェース２５８と、
操作デバイス２６０と、表示デバイス２６２と、通信デバイス２６４と、撮像デバイス２
６６と、マイクロホン２６８とを備える。また、情報処理装置２００は、例えば、データ
の伝送路としてのバス２７０で各構成要素間を接続する。また、情報処理装置２００は、
例えば、情報処理装置２００が備えているバッテリなどの内部電源から供給される電力、
または、接続されている外部電源から供給される電力などによって、駆動する。
【００８４】
　プロセッサ２５０は、例えば、ＭＰＵなどの演算回路で構成される、１または２以上の
プロセッサや、各種処理回路などで構成され、情報処理装置２００全体を制御する制御部
２０６として機能する。また、プロセッサ２５０は、情報処理装置２００において、例え
ば、後述する取得処理部２１０、送信処理部２１２、解析部２１４、および通知処理部２
１６の役目を果たす。なお、取得処理部２１０、送信処理部２１２、解析部２１４、およ
び通知処理部２１６のうちの１または２以上は、専用の（または汎用の）回路（例えば、
プロセッサ２５０とは別体のプロセッサなど）で構成されていてもよい。



(13) JP 6856424 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

【００８５】
　ＲＯＭ２５２は、プロセッサ２５０が使用するプログラムや演算パラメータなどの制御
用データなどを記憶する。ＲＡＭ２５４は、例えば、プロセッサ２５０により実行される
プログラムなどを一時的に記憶する。
【００８６】
　記録媒体２５６は、記憶部（図示せず）として機能し、例えば、送信先を示す情報など
の情報処理装置２００における処理方法に係る処理に係るデータや、各種アプリケーショ
ンなど様々なデータを記憶する。ここで、記録媒体２５６としては、例えば、ハードディ
スクなどの磁気記録媒体や、フラッシュメモリなどの不揮発性メモリが挙げられる。また
、記録媒体２５６は、情報処理装置２００から着脱可能であってもよい。
【００８７】
　入出力インタフェース２５８は、例えば、操作デバイス２６０や、表示デバイス２６２
を接続する。操作デバイス２６０は、操作部（図示せず）として機能し、また、表示デバ
イス２６２は、表示部（図示せず）として機能する。ここで、入出力インタフェース２５
８としては、例えば、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）端子や、ＤＶＩ（Digital　Vis
ual　Interface）端子、ＨＤＭＩ（High-Definition　Multimedia　Interface）（登録商
標）端子、各種処理回路などが挙げられる。
【００８８】
　また、操作デバイス２６０は、例えば、情報処理装置２００上に備えられ、情報処理装
置２００の内部で入出力インタフェース２５８と接続される。操作デバイス２６０として
は、例えば、ボタンや、方向キー、ジョグダイヤルなどの回転型セレクタ、あるいは、こ
れらの組み合わせなどが挙げられる。
【００８９】
　また、表示デバイス２６２は、例えば、情報処理装置２００上に備えられ、情報処理装
置２００の内部で入出力インタフェース２５８と接続される。表示デバイス２６２として
は、例えば、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどが挙げられる。
【００９０】
　なお、入出力インタフェース２５８が、情報処理装置２００の外部の操作デバイス（例
えば、キーボードやマウスなど）や外部の表示デバイスなどの、外部デバイスと接続する
ことも可能であることは、言うまでもない。また、表示デバイス２６２は、例えばタッチ
パネルなど、表示とユーザ操作とが可能なデバイスであってもよい。
【００９１】
　通信デバイス２６４は、情報処理装置２００が備える通信手段である。通信デバイス２
６４は、例えば、ネットワークを介して（あるいは、直接的に）、例えば情報処理装置３
００などの外部装置と、無線または有線で通信を行うための通信部２０２として機能する
。また、通信デバイス２６４は、例えば、医療用装置１００から通知される判定結果に対
応する情報を取得するための取得部２０４として機能してもよい。
【００９２】
　ここで、通信デバイス２６４としては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ（Radio　Fre
quency）回路（無線通信）や、ＩＥＥＥ８０２．１５．１ポートおよび送受信回路（無線
通信）、ＩＥＥＥ８０２．１１ポートおよび送受信回路（無線通信）、あるいはＬＡＮ（
Local　Area　Network）端子および送受信回路（有線通信）などが挙げられる。また、通
信デバイス２６４は、ネットワークに対応する任意の構成であってもよい。また、本実施
形態に係るネットワークとしては、例えば、ＬＡＮやＷＡＮ（Wide　Area　Network）な
どの有線ネットワーク、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ：Wireless　Local　Area　Network）など
の無線ネットワーク、あるいは、ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission　Control　Protocol/Inte
rnet　Protocol）などの通信プロトコルを用いたインターネットなどが挙げられる。
【００９３】
　撮像デバイス２６６は、撮像により撮像画像（動画像または静止画像）を生成する。撮
像デバイス２６６は、例えば、判定結果に対応する情報が表示画面に表示させることによ
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り通知される場合に判定結果に対応する情報を取得する、取得部２０４として機能する。
【００９４】
　撮像デバイス２６６は、例えば、レンズ／撮像素子と信号処理回路とを含んで構成され
る。レンズ／撮像素子は、例えば、光学系のレンズと、ＣＭＯＳ（Complementary　Metal
　Oxide　Semiconductor）などの撮像素子を複数用いたイメージセンサとで構成される。
信号処理回路は、例えば、ＡＧＣ（Automatic　Gain　Control）回路やＡＤＣ（Analog　
to　Digital　Converter）を備え、撮像素子により生成されたアナログ信号をデジタル信
号（画像データ）に変換する。また、信号処理回路は、例えばＲＡＷ現像に係る各種処理
を行う。さらに、信号処理回路は、例えば、Ｗｈｉｔｅ　Ｂａｌａｎｃｅ補正処理や、色
調補正処理、ガンマ補正処理、ＹＣｂＣｒ変換処理、エッジ強調処理など各種信号処理を
行ってもよい。
【００９５】
　マイクロホン２６８（集音デバイス）は、集音された音から音声データを生成する。マ
イクロホン２６８は、例えば、判定結果に対応する情報が任意の変調方式で変調された音
波で通知される場合（判定結果に対応する情報が片方向通信で通知される場合の一例）に
判定結果に対応する情報を取得する、取得部２０４として機能する。マイクロホン２６８
は、指向性を有していてもよいし、指向性を有していなくてもよい。
【００９６】
　情報処理装置２００は、例えば図４に示すハードウェア構成を有する。なお、本実施形
態に係る情報処理装置２００のハードウェア構成は、図４に示す構成に限られない。
【００９７】
　例えば、情報処理装置２００は、接続されている外部の通信デバイスを介して外部装置
などと通信を行う場合には、通信デバイス２６４を備えていなくてもよい。また、通信デ
バイス２６４は、複数の通信方式によって、１または２以上の外部装置などと通信を行う
ことが可能な構成であってもよい。
【００９８】
　また、情報処理装置２００は、撮像機能を有さない場合や、外部の撮像デバイスが接続
されることにより撮像機能を有する場合には、撮像デバイス２６６を備えていなくてもよ
い。
【００９９】
　また、情報処理装置２００は、集音機能を有さない場合や、外部のマイクロホンが接続
されることにより集音機能を有する場合には、マイクロホン２６８を備えていなくてもよ
い。
【０１００】
　また、情報処理装置２００は、例えば、記録媒体２５６、操作デバイス２６０、および
表示デバイス２６２の一部または全部を備えない構成をとることが可能である。
【０１０１】
　また、情報処理装置２００は、例えば、ＧＮＳＳ（Global　Navigation　Satellite　S
ystem）デバイスなどの、任意の方法で位置を検出することが可能な位置センサを備えて
いてもよい。
【０１０２】
　また、情報処理装置２００は、例えば、スピーカなどの音声出力デバイスを備えていて
もよい。
【０１０３】
　また、情報処理装置２００は、例えば、情報処理装置２００の適用例に応じた構成をと
ることが可能である。
【０１０４】
　また、例えば、図４に示す構成（または変形例に係る構成）の一部または全部は、１、
または２以上のＩＣ（Integrated　Circuit）で実現されてもよい。
【０１０５】
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　再度図３を参照して、情報処理装置２００の構成の一例について説明する。通信部２０
２は、情報処理装置２００が備える通信手段であり、ネットワークを介して（あるいは、
直接的に）、例えば情報処理装置３００などの外部装置と無線または有線で通信を行う。
また、通信部２０２は、例えば制御部２０６により通信が制御される。
【０１０６】
　ここで、通信部２０２としては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ回路や、ＬＡＮ端子
および送受信回路などが挙げられるが、通信部２０２の構成は、上記に限られない。例え
ば、通信部２０２は、ＵＳＢ端子および送受信回路などの通信を行うことが可能な任意の
規格に対応する構成や、ネットワークを介して外部装置と通信可能な任意の構成をとるこ
とができる。また、通信部２０２は、複数の通信方式によって、１または２以上の外部装
置などと通信を行うことが可能な構成であってもよい。
【０１０７】
　また、通信部２０２は、医療用装置１００から通知される判定結果に対応する情報を取
得するための取得部２０４として機能しうる。
【０１０８】
　取得部２０４は、医療用装置１００から通知される判定結果に対応する情報を取得する
。また、取得部２０４は、例えば制御部２０６により動作が制御される。
【０１０９】
　取得部２０４としては、例えば、撮像デバイス２６６や、マイクロホン２６８が挙げら
れる。また、取得部２０４は、通信部２０２として機能しうる。
【０１１０】
　制御部２０６は、例えばプロセッサ２５０などで構成され、情報処理装置２００全体を
制御する役目を果たす。また、制御部２０６は、例えば、取得処理部２１０、送信処理部
２１２、解析部２１４、および通知処理部２１６を備え、情報処理装置２００における処
理方法に係る処理を主導的に行う役目を果たす。
【０１１１】
　取得処理部２１０は、判定結果に対応する情報を医療用装置１００から取得する処理を
行う。
【０１１２】
　例えば、判定結果に対応する情報が表示画面に表示させることにより通知される場合、
取得処理部２１０は、取得部２０４を構成する撮像デバイス２６６における撮像を制御し
、撮像デバイス２６６に撮像を行わせる。例えば、図１に示す医療用装置１００の表示画
面が撮像されることによって、判定結果に対応する情報を示す二次元コードを含む撮像画
像が得られ、その結果、情報処理装置２００では、判定結果に対応する情報が医療用装置
１００から取得される。
【０１１３】
　また、例えば、判定結果に対応する情報が音波で通知される場合（判定結果に対応する
情報が片方向通信で通知される場合の一例）、取得処理部２１０は、取得部２０４を構成
するマイクロホン２６８を制御し、マイクロホン２６８に集音を開始させる。マイクロホ
ン２６８により集音された音声に、医療用装置１００から出力される音波が含まれること
によって、情報処理装置２００では、判定結果に対応する情報が医療用装置１００から取
得される。
【０１１４】
　また、例えば、判定結果に対応する情報が音波以外の他の通信方式の片方向通信で通知
される場合、取得処理部２１０は、取得部２０４として機能する通信部２０２の通信デバ
イスを制御し、判定結果に対応する情報を受信させる。上記通信デバイスが判定結果に対
応する情報を受信することによって、情報処理装置２００では、判定結果に対応する情報
が医療用装置１００から取得される。
【０１１５】
　送信処理部２１２は、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる。
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【０１１６】
　送信処理部２１２は、例えば、通信部２０２において受信された判定結果に対応する情
報に基づいて送信情報を生成し、通信部２０２に、生成された送信情報を所定の送信先に
対して送信させる。上述したように、送信処理部２１２が送信させる送信情報には、取得
された医療用装置通知情報の解析結果を示す情報と、付加情報との一方または双方が、含
まれうる。解析結果を示す情報は、例えば解析部２１４から取得される。
【０１１７】
　なお、送信処理部２１２は、通信部２０２において受信された判定結果に対応する情報
そのものを送信情報として、送信することも可能である。
【０１１８】
　解析部２１４は、上述したような解析する処理を行い、取得された医療用装置通知情報
を解析する。解析部２１４における解析結果は、例えば、送信処理部２１２と通知処理部
２１６とに伝達される。
【０１１９】
　通知処理部２１６は、解析部２１４における解析結果に基づく情報と、通信部２０２に
おいて受信された応答情報との一方または双方を、それぞれ通知させる。上述したように
、通知処理部２１６は、例えば、表示デバイス２６２を制御することによる視覚的な通知
、音声出力デバイス（図示せず）を制御することによる聴覚的な通知、あるいは、これら
の組み合わせなどによって、解析結果に基づく情報と応答情報との一方または双方を、通
知させる。
【０１２０】
　図５は、本実施形態に係る情報処理装置２００（第１の情報処理装置）における処理方
法に係る処理の一例を説明するための説明図である。図５は、通知処理部２１６が、解析
結果に基づく情報と応答情報との双方を表示デバイス２６２の表示画面に表示させた場合
における、表示画面の表示の一例を示している。
【０１２１】
　図５に示すＡが、解析結果に基づく情報が示す内容の一例であり、図５に示すＢが、応
答情報が示す内容の一例である。また、図５のＣに示すように、通知処理部２１６は、情
報処理装置２００がとった対応の内容を、さらに通知してもよい。
【０１２２】
　なお、通知処理部２１６による通知の例が、図５に示す例に限られないことは、言うま
でもない。
【０１２３】
　情報処理装置２００は、例えば図３に示す構成によって、医療用装置１００から通知さ
れる判定結果に対応する情報を取得し、取得された判定結果に対応する情報に基づく送信
情報を、設定されている所定の送信先に対して送信する。また、情報処理装置２００は、
例えば図３に示す構成によって、解析する処理などの、情報処理装置２００における処理
方法に係る他の処理を行う。
【０１２４】
　なお、情報処理装置２００の構成は、図３に示す例に限られない。
【０１２５】
　例えば、情報処理装置２００は、図３に示す取得処理部２１０、送信処理部２１２、解
析部２１４、および通知処理部２１６の１または２以上を、制御部２０６とは個別に備え
る（例えば、別の処理回路で実現する）ことができる。
【０１２６】
　また、例えば、通信部２０２と同様の機能、構成を有する外部の通信デバイスを介して
外部装置と通信を行う場合には、情報処理装置２００は、通信部２０２を備えていなくて
もよい。
【０１２７】
　また、例えば、取得部２０４と同様の機能、構成を有する外部のデバイスを介して、を
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医療用装置１００から判定結果に対応する情報取得する場合、または、通信部２０２が取
得部２０４として機能する場合には、情報処理装置２００は、取得部２０４を備えていな
くてもよい。
【０１２８】
［１－３］情報処理装置３００
［１－３－１］情報処理装置３００における処理方法に係る処理
　情報処理装置３００は、例えば、送信情報が取得された場合に、送信情報に基づいて医
療用装置１００における通知内容の種別を判定し、判定された通知の種別に対応する処理
を行う。
【０１２９】
　情報処理装置３００は、例えば、情報処理装置２００とのネットワークを介した（また
は直接的な）通信により送信情報を取得する。また、情報処理装置３００は、例えば、メ
ールサーバ（図示せず）からメールに添付された送信情報を取得するなど、送信情報を取
得することが可能な、任意の方法により送信情報を取得することも可能である。
【０１３０】
　取得された送信情報に、医療用装置１００から取得された判定結果に対応する情報が含
まれ、かつ、当該判定結果に対応する情報が暗号化されている場合（装置管理情報と医療
用装置通知情報との一方または双方が暗号化されている場合）、情報処理装置３００は、
暗号化されている判定結果に対応する情報を復号化して、処理を行う。
【０１３１】
　情報処理装置３００は、例えば、送信情報に含まれる装置管理情報によって、通知を行
った医療用装置１００を特定する。情報処理装置３００は、例えば、装置管理情報が示す
装置ＩＤおよびシリアル番号によって、医療用装置１００を特定する。
【０１３２】
　なお、通知を行った医療用装置１００の特定には、医療用装置１００を特定することに
加えて、医療用装置１００の設置場所を特定することが含まれうる。情報処理装置３００
は、例えば、“医療用装置１００の装置ＩＤおよびシリアル番号と、設置場所を示すデー
タとが対応付けられているデータベース（またはテーブル）”を参照することによって、
医療用装置１００の設置場所を特定する。また、情報処理装置３００は、例えば、送信情
報に含まれる付加情報が示す情報処理装置２００の位置情報や、付加情報が示す情報処理
装置２００のユーザの操作により設定された情報によって、医療用装置１００の設置場所
を特定してもよい。
【０１３３】
　また、情報処理装置３００は、例えば、送信情報に含まれる医療用装置通知情報に基づ
く情報によって、特定された医療用装置１００における通知内容の種別を判定する。情報
処理装置３００が判定する通知内容の種別としては、例えば、医療用装置１００において
エラーが発生したことが通知されたエラー発生通知であること（医療用装置１００がエラ
ー通知状態であること）と、医療用装置１００における現状が通知された現状報告通知で
あること（医療用装置１００が現状通知状態であること）とが、挙げられる。
【０１３４】
　例えば、通知内容の種別がエラー発生通知であると判定された場合、情報処理装置３０
０は、特定された医療用装置１００に対応する連絡先に対して、医療用装置１００におい
てエラーが発生したことを通知する処理を行う。情報処理装置３００は、例えば、エラー
が発生した医療用装置１００と、発生したエラーの内容とを、通知する。なお、情報処理
装置３００が通知する内容は、上記に示す例に限られない。例えば、情報処理装置３００
は、エラーへの対応策などをさらに通知してもよい。
【０１３５】
　情報処理装置３００は、例えば、電子メールを用いた文字、画像による通知、電話を用
いた音声による通知など、特定された医療用装置１００に対応する連絡先に対して通知を
行うことが可能な任意の方法によって、当該連絡先に対する通知を行う。
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【０１３６】
　医療用装置１００に対応する連絡先としては、例えば、医療用装置１００の販売代理店
や、医療用装置１００の製造メーカなどが挙げられる。
【０１３７】
　情報処理装置３００は、例えば、“医療用装置１００の装置ＩＤおよびシリアル番号と
、連絡先を示す情報とが対応付けられているデータベース（またはテーブル）”を参照す
ることによって、医療用装置１００に対応する連絡先を示す情報を特定する。連絡先を示
す情報としては、例えば、販売代理店などのメールアドレスを示すデータや、販売代理店
などの電話番号を示すデータなどが挙げられる。連絡先を示す情報は、例えば、情報処理
装置３００が備える記憶部（後述する）などの記録媒体に記憶される。
【０１３８】
　そして、情報処理装置３００は、特定された連絡先を示す情報に基づいて、特定された
医療用装置１００に対応する連絡先に対する通知を行う。連絡先に対する通知を行った場
合、情報処理装置３００は、行った通知に対応する内容を示す応答情報を、送信情報を送
信した情報処理装置２００に対して送信してもよい。
【０１３９】
　また、情報処理装置３００は、例えば“送信情報が示す通知内容、判定された通知内容
の種別、連絡先に対して通知する内容などのうちの一部または全部を、情報処理装置３０
０の管理者や操作者に対して通知する処理”を行うことも可能である。情報処理装置３０
０は、例えば、表示画面への表示、スピーカなどの音声出力デバイスからの音声の出力、
あるいは、これらの組み合わせなどの、情報処理装置３００の管理者や操作者に対して通
知を行うことが可能な任意の方法によって、情報処理装置３００の管理者や操作者に対す
る通知を行う。情報処理装置３００の管理者や操作者に対する通知を行った場合、情報処
理装置３００は、行った通知に対応する内容を示す応答情報を、送信情報を送信した情報
処理装置２００に対して送信してもよい。応答情報には、管理者や操作者が操作デバイス
などを用いて入力した内容が、含まれていてもよい。
【０１４０】
　情報処理装置３００が、上記情報処理装置３００の管理者や操作者に対して通知する処
理を行う場合、連絡先に対する通知は、例えば、情報処理装置３００の管理者や操作者な
どによって手動で行われる。
【０１４１】
　また、例えば、通知内容の種別が現状報告通知であると判定された場合、情報処理装置
３００は、送信情報に基づいて、医療用装置１００を管理するための情報を更新する処理
を行う。医療用装置１００を管理するための情報としては、例えば、保守用のデータベー
スなど、医療用装置１００に関する各種データが記憶されている任意の形式のデータが挙
げられる。
【０１４２】
　情報処理装置３００は、送信情報に含まれる各種情報と、医療用装置１００を管理する
ための情報に記憶されている情報とを対比して、更新すべきデータがあるかを判定する。
対比を行う送信情報に含まれる情報としては、例えば、装置ＩＤを示すデータ、シリアル
番号を示すデータ、位置情報、販売代理店を示すデータ、医療用装置１００を所有する所
有者を示すデータ、ソフトウェアなどのバージョンを示すデータなどが、挙げられる。
【０１４３】
　情報処理装置３００は、例えば、医療用装置１００を管理するための情報に記憶されて
いる情報と異なる内容を示す情報が、送信情報に含まれる場合に、更新すべきデータがあ
ると判定する。なお、更新すべきデータがあるかを判定する方法は、上記に示す例に限ら
れず、情報処理装置３００は、任意のアルゴリズムによって、更新すべきデータがあるか
を判定してもよい。
【０１４４】
　そして、情報処理装置３００は、更新すべきデータがあると判定された場合に、医療用
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装置１００を管理するための情報を更新する。また、情報処理装置３００は、更新すべき
データがあると判定されない場合には、医療用装置１００を管理するための情報を更新し
ない。
【０１４５】
　なお、通知内容の種別が現状報告通知であると判定された場合における処理は、上記に
示す例に限られない。
【０１４６】
　例えば、情報処理装置３００は、予防メンテナンスに係る処理を行うことも可能である
。
【０１４７】
　情報処理装置３００は、例えば、送信情報が示す医療用装置１００の現状（例えば、累
積稼働時間、バッテリの充放電回数などの部品の使用状況、自己診断機能の動作結果）に
基づいて、閾値判定処理などの任意のアルゴリズムによる処理によって、医療用装置１０
０をメンテナンスするタイミングを判定する。そして、情報処理装置３００は、判定され
タイミングを、例えば、医療用装置１００に対応する連絡先、または、情報処理装置３０
０の管理者や操作者に対して通知する。
【０１４８】
　以下、情報処理装置３００の構成の一例を説明しつつ、情報処理装置３００における処
理方法に係る処理の一例を説明する。
【０１４９】
［１－３－２］情報処理装置３００の構成
　図６は、本実施形態に係る情報処理装置３００（第２の情報処理装置）の構成の一例を
示すブロック図である。情報処理装置３００は、例えば、通信部３０２と、制御部３０４
とを備える。
【０１５０】
　図７は、本実施形態に係る情報処理装置３００（第２の情報処理装置）のハードウェア
構成の一例を示す説明図である。情報処理装置３００は、例えば、プロセッサ３５０と、
ＲＯＭ３５２と、ＲＡＭ３５４と、記録媒体３５６と、入出力インタフェース３５８と、
操作デバイス３６０と、表示デバイス３６２と、通信デバイス３６４とを備える。また、
情報処理装置３００は、例えば、データの伝送路としてのバス３６６で各構成要素間を接
続する。また、情報処理装置３００は、例えば、情報処理装置３００が備えているバッテ
リなどの内部電源から供給される電力、または、接続されている外部電源から供給される
電力などによって、駆動する。
【０１５１】
　プロセッサ３５０は、例えば、ＭＰＵなどの演算回路で構成される、１または２以上の
プロセッサや、各種処理回路などで構成され、情報処理装置３００全体を制御する制御部
３０４として機能する。また、プロセッサ３５０は、情報処理装置３００において、例え
ば、後述する判定部３１０、および処理部３１２の役目を果たす。なお、判定部３１０、
および処理部３１２の一方または双方は、専用の（または汎用の）回路（例えば、プロセ
ッサ３５０とは別体のプロセッサなど）で構成されていてもよい。
【０１５２】
　ＲＯＭ３５２は、プロセッサ３５０が使用するプログラムや演算パラメータなどの制御
用データなどを記憶する。ＲＡＭ３５４は、例えば、プロセッサ３５０により実行される
プログラムなどを一時的に記憶する。
【０１５３】
　記録媒体３５６は、記憶部（図示せず）として機能し、例えば、“医療用装置１００の
装置ＩＤおよびシリアル番号と、設置場所を示すデータとが対応付けられているデータベ
ース（またはテーブル）”などの情報処理装置３００における処理方法に係るデータや、
各種アプリケーションなどの、様々なデータを記憶する。ここで、記録媒体３５６として
は、例えば、ハードディスクなどの磁気記録媒体や、フラッシュメモリなどの不揮発性メ
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モリが挙げられる。また、記録媒体３５６は、情報処理装置３００から着脱可能であって
もよい。
【０１５４】
　入出力インタフェース３５８は、例えば、操作デバイス３６０や、表示デバイス３６２
を接続する。操作デバイス３６０は、操作部（図示せず）として機能し、また、表示デバ
イス３６２は、表示部（図示せず）として機能する。ここで、入出力インタフェース３５
８としては、例えば、ＵＳＢ端子や、ＤＶＩ端子、ＨＤＭＩ（登録商標）端子、各種処理
回路などが挙げられる。
【０１５５】
　また、操作デバイス３６０は、例えば、情報処理装置３００上に備えられ、情報処理装
置３００の内部で入出力インタフェース３５８と接続される。操作デバイス３６０として
は、例えば、ボタンや、方向キー、ジョグダイヤルなどの回転型セレクタ、あるいは、こ
れらの組み合わせなどが挙げられる。
【０１５６】
　また、表示デバイス３６２は、例えば、情報処理装置３００上に備えられ、情報処理装
置３００の内部で入出力インタフェース２５８と接続される。表示デバイス３６２として
は、例えば、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどが挙げられる。
【０１５７】
　なお、入出力インタフェース３５８が、情報処理装置３００の外部の操作デバイス（例
えば、キーボードやマウスなど）や外部の表示デバイスなどの、外部デバイスと接続する
ことも可能であることは、言うまでもない。また、表示デバイス３６２は、例えばタッチ
パネルなど、表示とユーザ操作とが可能なデバイスであってもよい。
【０１５８】
　通信デバイス３６４は、情報処理装置３００が備える通信手段であり、ネットワークを
介して（あるいは、直接的に）、情報処理装置２００などの外部装置との間で、無線また
は有線で通信を行うための通信部３０２として機能する。ここで、通信デバイス３６４と
しては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ回路（無線通信）や、ＩＥＥＥ８０２．１５．
１ポートおよび送受信回路（無線通信）、ＩＥＥＥ８０２．１１ポートおよび送受信回路
（無線通信）、あるいはＬＡＮ端子および送受信回路（有線通信）などが挙げられる。ま
た、通信デバイス３６４は、ネットワークに対応する任意の構成であってもよい。
【０１５９】
　情報処理装置３００は、例えば図７に示すハードウェア構成によって、情報処理装置３
００における処理方法に係る処理を行う。なお、本実施形態に係る情報処理装置３００の
ハードウェア構成は、図７に示す構成に限られない。
【０１６０】
　例えば、情報処理装置３００は、接続されている外部の通信デバイスを介して外部装置
などと通信を行う場合には、通信デバイス３６４を備えていなくてもよい。また、通信デ
バイス３６４は、複数の通信方式によって、１または２以上の外部装置などと通信を行う
ことが可能な構成であってもよい。
【０１６１】
　また、情報処理装置３００は、例えば、記録媒体３５６、操作デバイス３６０、および
表示デバイス３６２の一部または全部を備えない構成をとることが可能である。
【０１６２】
　また、情報処理装置３００は、例えば、情報処理装置３００の適用例に応じた構成をと
ることが可能である。
【０１６３】
　また、例えば、図７に示す構成（または変形例に係る構成）の一部または全部は、１、
または２以上のＩＣで実現されてもよい。
【０１６４】
　再度図６を参照して、情報処理装置３００の構成の一例について説明する。通信部３０
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２は、情報処理装置３００が備える通信手段であり、ネットワークを介して（あるいは、
直接的に）、情報処理装置２００などの外部装置と、無線または有線で通信を行う。また
、通信部３０２は、例えば制御部３０４により通信が制御される。
【０１６５】
　ここで、通信部３０２としては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ回路や、ＬＡＮ端子
および送受信回路などが挙げられるが、通信部３０２の構成は、上記に限られない。例え
ば、通信部３０２は、ＵＳＢ端子および送受信回路などの通信を行うことが可能な任意の
規格に対応する構成や、ネットワークを介して外部装置と通信可能な任意の構成をとるこ
とができる。また、通信部３０２は、複数の通信方式によって、１または２以上の外部装
置などと通信を行うことが可能な構成であってもよい。
【０１６６】
　制御部３０４は、例えばプロセッサ３５０で構成され、情報処理装置３００全体を制御
する役目を果たす。また、制御部３０４は、例えば、判定部３１０（第２の判定部）と、
処理部３１２とを備え、情報処理装置３００における処理方法に係る処理を主導的に行う
役目を果たす。
【０１６７】
　判定部３１０は、送信情報が取得された場合に、送信情報に基づいて医療用装置１００
における通知内容の種別を判定する。上述したように、判定部３１０は、例えば、エラー
発生通知であることと、現状報告通知であることとを、通知内容の種別として判定する。
判定部３１０における判定結果は、処理部３１２に伝達される。
【０１６８】
　処理部３１２は、判定部３１０において判定された通知の種別に対応する処理を行う。
例えば、判定部３１０において通知内容の種別がエラー発生通知であると判定された場合
、処理部３１２は、特定された医療用装置１００に対応する連絡先に対して、医療用装置
１００においてエラーが発生したことを通知する処理を行う。また、例えば、判定部３１
０において通知内容の種別が現状報告通知であると判定された場合、処理部３１２は、送
信情報に基づいて、医療用装置１００を管理するための情報を更新する処理と、予防メン
テナンスに係る処理との一方または双方を行う。
【０１６９】
　判定された通知の種別に対応する処理を行った場合、処理部３１２は、行った処理に対
応する応答情報を、通信部３０２に、送信情報を送信した情報処理装置２００に対して送
信させてもよい。処理部３１２は、例えば、情報処理装置２００が送信情報を送信した送
信方法と同一の方法、または、情報処理装置２００が送信情報を送信した送信方法と異な
る方法で、応答情報を送信させる。
【０１７０】
　情報処理装置３００は、例えば図６に示す構成によって、取得された送信情報に基づい
て医療用装置１００における通知内容の種別を判定し、判定された通知の種別に対応する
処理を行う。
【０１７１】
　なお、情報処理装置３００の構成は、図６に示す例に限られない。
【０１７２】
　例えば、情報処理装置３００は、図６に示す判定部３１０および処理部３１２の一方ま
たは双方を、制御部３０４とは個別に備える（例えば、別の処理回路で実現する）ことが
できる。
【０１７３】
　また、例えば、通信部３０２と同様の機能、構成を有する外部の通信デバイスを介して
外部装置と通信を行う場合には、情報処理装置３００は、通信部３０２を備えていなくて
もよい。
【０１７４】
［２］医療用情報処理システムを用いたユースケース
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　次に、上述した医療用情報処理システム１０００を用いて実現されるユースケースを説
明する。なお、医療用情報処理システム１０００を用いて実現されるユースケースが、下
記に示す例に限られないことは、言うまでもない。
【０１７５】
［２－１］ユースケースの第１の例：医療用装置１００においてエラーが発生したときの
ユースケース
　医療用装置１００においてエラーが発生すると、医療用装置１００の表示画面には二次
元コード（例えば図１に示す符号Ｎ）が表示される。情報処理装置２００のユーザは、表
示画面に表示された二次元コードを、情報処理装置２００が備える撮像デバイス２６６で
撮像する。
【０１７６】
　情報処理装置２００において二次元コードが撮像されることによって、下記の（Ａ）～
（Ｃ）が実現される。
【０１７７】
（Ａ）
　エラーの内容や対応策が、情報処理装置２００が備える表示デバイス２６２の表示画面
に表示される。
【０１７８】
（Ｂ）
　情報処理装置２００から医療用装置１００のメーカの保守センタに設けられている情報
処理装置３００に対して送信情報が送信され、情報処理装置３００は、医療用装置１００
の修理依頼を自動的に行う。メーカでは、医療用装置１００の通知に基づき情報処理装置
２００から送信される送信情報が示す内容、すなわち、医療用装置１００から得られる正
確な通知内容を基に、エラー原因の特定、交換や修理が必要な部品の特定が、行われる。
よって、メーカは、迅速かつ的確なエラー対応を行うことができる。
【０１７９】
（Ｃ）
　情報処理装置２００における処理は、例えば、情報処理装置２００が備えるプロセッサ
２５０が、情報処理装置２００における処理方法に係る処理を行うためのアプリケーショ
ンソフトウェア（プログラム）を実行することによって、行われる。情報処理装置２００
における処理が上記アプリケーションソフトウェアの実行により行われる場合、情報処理
装置２００のユーザは、メーカーからの回答
追加の問合せなどのエラー対応に必要なコミュニケーションを、上記アプリケーションソ
フトウェアを介して行うことができる。また、情報処理装置２００における処理が上記ア
プリケーションソフトウェアの実行により行われる場合、情報処理装置２００のユーザは
、エラー対応の履歴を、上記アプリケーションソフトウェアを介して参照することができ
る。
【０１８０】
［２－２］ユースケースの第２の例：医療用装置１００の保守を行うときのユースケース
　始業前点検時などの任意のタイミングで、情報処理装置２００のユーザが、医療用装置
１００が備える操作デバイスを用いて保守のための操作を行うと、医療用装置１００の表
示画面には二次元コード（例えば図１に示す符号Ｎ）が表示される。情報処理装置２００
のユーザは、表示画面に表示された二次元コードを、情報処理装置２００が備える撮像デ
バイス２６６で撮像する。
【０１８１】
　情報処理装置２００において二次元コードが撮像されることによって、下記の（ａ）～
（ｃ）が実現される。
【０１８２】
（ａ）
　情報処理装置２００では、医療用装置１００から正確な通知内容が得られるので、情報
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処理装置２００のユーザは、医療用装置１００を正確かつ簡単に点検することができる。
また、情報処理装置２００が、医療用装置１００から取得された判定結果に対応する情報
を記憶部（後述する）などの記録媒体に記録することによって、点検結果は自動的に記録
媒体に記録される。
【０１８３】
（ｂ）
　情報処理装置２００から医療用装置１００のメーカの保守センタに設けられている情報
処理装置３００に対して送信情報が送信され、情報処理装置３００では、送信情報に基づ
いて予防メンテナンスに係る処理が行われる。よって、メーカは、医療用装置１００の潜
在的な故障の予兆を把握し予防措置をとることができる。また、メーカは、医療用装置１
００における消耗品の交換時期を事前に把握し
発注や交換などの対応を迅速かつ的確に行うことができる。
【０１８４】
（ｃ）
　情報処理装置２００から医療用装置１００のメーカの保守センタに設けられている情報
処理装置３００に対して送信情報が送信され、情報処理装置３００では、送信情報に基づ
いて医療用装置１００を管理するための情報を更新する処理が行われる。よって、メーカ
は、装置ＩＤ、シリアル番号、設置場所、ソフトウェアなどのバージョンなど、医療用装
置１００の管理に用いることが可能な様々な情報を収集して管理することができる。また
、情報処理装置３００が医療用装置１００を管理するための情報を更新する処理を実行す
ることによって、医療用装置１００の管理に用いることが可能な様々な情報は、最新の情
報にアップデートされる。
【０１８５】
［３］本実施形態に係る医療用情報処理システムが用いられることにより奏される効果の
一例
　本実施形態に係る医療用情報処理システムが用いられることによって、例えば下記に示
す効果が奏される。なお、本実施形態に係る医療用情報処理システムが用いられることに
より奏される効果が、下記に示す例に限られないことは、言うまでもない。
　　・医療用装置１００に精通していない者であっても、簡単に医療用装置１００のエラ
ー対応や、保守点検を行うことができる。また、医療用装置１００のエラーが発生した際
に、状況を詳細に報告する手間は不要である。したがって、医療用装置１００を用いる者
の利便性の向上を図ることができる。
　　・情報処理装置２００が、付加情報を含む送信情報を送信することによって、送信情
報には、施設や販売代理店などのエラー対応などに有益な情報が自動的に含まれる。
　　・情報処理装置２００におけるエラー対応の履歴を共有することによって、医療用装
置１００の設置場所にいる者で、医療用装置１００の故障状況を共有することができる。
　　・医療用装置１００では、例えばプロセッサ（図示せず）で医療用装置１００におけ
る処理方法に係る処理が行われるので、医療用装置１００に、医療用装置１００における
処理方法に係る処理を実行させるための特別なハードウェアを設ける必要はない。
　　・医療用装置１００が判定結果に対応する情報を表示画面に表示させることにより通
知する場合、または、医療用装置１００が判定結果に対応する情報を片方向通信により通
知する場合、医療用装置１００では、通知方法に起因して外部から不正にアクセスされる
リスクはない。
　　・情報処理装置２００において、医療用装置１００から取得された医療用装置通知情
報を解析する処理が行われることによって、医療用装置１００において発生したエラーの
詳細な内容や対応策を、情報処理装置２００のユーザに通知することができる。
　　・医療用装置１００は、電卓に搭載されているようなキャラクタ表示が可能な表示デ
バイスを有していれば、判定結果に対応する情報を表示画面に表示させることにより通知
することが可能である。よって、様々な医療用装置を医療用装置１００として用いること
が可能である。
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　　・情報処理装置２００は、例えば、サーバなどの外部装置に記憶されているエラーへ
の一次対応策を示す情報を参照することによって、エラーへの一次対応策を特定する。よ
って、情報処理装置２００は、適宜最新の内容となるように追加、更新された情報を参照
して、エラーへの一次対応策を特定することができる。
　　・情報処理装置２００のユーザは、メーカーからの回答
追加の問合せなどのエラー対応に必要なコミュニケーションを、情報処理装置２００にお
ける処理方法に係る処理を行うためのアプリケーションソフトウェアを介して行うことが
できる。よって、情報処理装置２００のユーザは、メーカからの調査結果などに対して、
上記アプリケーションソフトウェアを通じて確実に回答することができる。
　　・医療用装置１００が判定結果に対応する情報を音波で通知する場合、情報処理装置
２００が、情報処理装置２００のユーザのポケットなどの中に入った状態であっても、医
療用装置１００が通知する内容を、医療用装置１００のメーカに伝えることができる。
　　・医療用装置１００の保守点検を、情報処理装置２００のユーザの手間を省きつつ、
始業前点検時などの任意のタイミングで、正確かつ簡単に行うことができる。また、情報
処理装置２００が、医療用装置１００から取得された判定結果に対応する情報を記憶部（
後述する）などの記録媒体に記録することによって、点検結果を自動的に記録媒体に記録
することができる。
【０１８６】
（本実施形態に係るプログラム）
［Ｉ］本実施形態に係る医療用装置１００として機能させるためのプログラム
　コンピュータシステムを、医療用装置１００として機能させるためのプログラム（例え
ば、図２に示す判定部１１０および通知処理部１１２として機能させるプログラム）が、
コンピュータシステムにおいてプロセッサなどにより実行されることによって、医療用装
置１００を用いる者の利便性の向上を図ることができる。ここで、本実施形態に係るコン
ピュータシステムとしては、単体のコンピュータ、または、複数のコンピュータが挙げら
れる。本実施形態に係るコンピュータシステムによって、本実施形態に係る医療用装置１
００における処理方法に係る一連の処理が行われる。
【０１８７】
　また、コンピュータシステムを、医療用装置１００として機能させるためのプログラム
が、コンピュータシステムにおいてプロセッサなどにより実行されることによって、上述
した、本実施形態に係る医療用観察装置における処理方法に係る処理によって奏される効
果を、奏することができる。
【０１８８】
［ＩＩ］本実施形態に係る情報処理装置２００（第１の情報処理装置）として機能させる
ためのプログラム
　コンピュータシステムを、情報処理装置２００として機能させるためのプログラム（例
えば、図３に示す“取得処理部２１０、および送信処理部２１２”、“取得処理部２１０
、送信処理部２１２、および解析部２１４”、“取得処理部２１０、送信処理部２１２、
および通知処理部２１６”、あるいは、“取得処理部２１０、送信処理部２１２、解析部
２１４、および通知処理部２１６”として機能させるプログラム）が、コンピュータシス
テムにおいてプロセッサなどにより実行されることによって、医療用装置１００を用いる
者の利便性の向上を図ることができる。コンピュータシステムによって、情報処理装置２
００における処理方法に係る一連の処理が行われる。
【０１８９】
　また、コンピュータシステムを、情報処理装置２００として機能させるためのプログラ
ムが、コンピュータシステムにおいてプロセッサなどにより実行されることによって、上
述した、情報処理装置２００における処理方法に係る処理によって奏される効果を、奏す
ることができる。
【０１９０】
［ＩＩＩ］本実施形態に係る情報処理装置３００（第２の情報処理装置）として機能させ
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るためのプログラム
　コンピュータシステムを、情報処理装置３００として機能させるためのプログラム（例
えば、図６に示す判定部３１０、および処理部３１２として機能させるプログラム）が、
コンピュータシステムにおいてプロセッサなどにより実行されることによって、医療用装
置１００を用いる者の利便性の向上を図ることができる。コンピュータシステムによって
、情報処理装置３００における処理方法に係る一連の処理が行われる。
【０１９１】
　また、コンピュータシステムを、情報処理装置３００として機能させるためのプログラ
ムが、コンピュータシステムにおいてプロセッサなどにより実行されることによって、上
述した、情報処理装置３００における処理方法に係る処理によって奏される効果を、奏す
ることができる。
【０１９２】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到しうることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１９３】
　例えば、上記では、コンピュータシステムを、本実施形態に係る医療用装置１００、本
実施形態に係る情報処理装置２００（第１の情報処理装置）、本実施形態に係る情報処理
装置３００（第２の情報処理装置）としてそれぞれ機能させるためのプログラム（コンピ
ュータプログラム）が提供されることを示したが、本実施形態は、さらに、上記プログラ
ムそれぞれを記憶させた記録媒体、または、上記プログラムのうちの２以上のプログラム
を記憶させた記録媒体も、併せて提供することができる。
【０１９４】
　上述した構成は、本実施形態の一例を示すものであり、当然に、本開示の技術的範囲に
属するものである。
【０１９５】
　また、本明細書に記載された効果は、あくまで説明的または例示的なものであって限定
的ではない。つまり、本開示に係る技術は、上記の効果とともに、または上記の効果に代
えて、本明細書の記載から当業者には明らかな他の効果を奏しうる。
【０１９６】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　通知を行う状態を判定する判定部と、
　判定結果に基づいて、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置にお
ける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させ
る通知処理部と、
　を備える、医療用装置。
（２）
　前記判定部は、前記通知を行う状態として、エラーが発生したことを通知するエラー通
知状態を判定し、
　前記通知処理部は、発生したエラーの内容を示す前記医療用装置通知情報を、通知させ
る、（１）に記載の医療用装置。
（３）
　前記判定部は、前記通知を行う状態として、医療用装置の現状を通知する現状通知状態
を判定し、
　前記通知処理部は、医療用装置の現状を示す前記医療用装置通知情報を、通知させる、
（１）または（２）に記載の医療用装置。
（４）
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　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを、表示画面に表示
させることにより通知させる、（１）～（３）のいずれか１つに記載の医療用装置。
（５）
　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを、片方向通信によ
り通知させる、（１）～（４）のいずれか１つに記載の医療用装置。
（６）
　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを変調した信号を、
音声出力デバイスに出力させることにより、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報
とを通知させる、（５）に記載の医療用装置。
（７）
　前記通知処理部は、前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報との一方または双方を
、暗号化して通知させる、（１）～（６）のいずれか１つに記載の医療用装置。
（８）
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報とを、医療用装置から取得する処理を行う取得処理部と、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる送信制御部と、
　を備える、情報処理装置。
（９）
　前記送信制御部は、前記情報処理装置において付加される付加情報をさらに含む前記送
信情報を、送信させる、（８）に記載の情報処理装置。
（１０）
　取得された前記医療用装置通知情報を解析する解析部をさらに備え、
　前記送信情報に含まれる、前記医療用装置通知情報に基づく情報は、取得された前記医
療用装置通知情報の解析結果を示す情報である、（８）または（９）に記載の情報処理装
置。
（１１）
　取得された前記医療用装置通知情報の解析結果に基づく情報を通知させる通知処理部を
、さらに備える、（１０）に記載の情報処理装置。
（１２）
　前記所定の送信先からの前記送信情報に対する応答を示す応答情報を通知させる通知処
理部を、さらに備える（８）～（１１）のいずれか１つに記載の情報処理装置。
（１３）
　前記送信情報に含まれる前記医療用装置通知情報に基づく情報は、取得された前記医療
用装置通知情報である、（８）～（１２）のいずれか１つに記載の情報処理装置。
（１４）
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信情報が取得された場合に、前記送信情報に
基づいて前記医療用装置における通知内容の種別を判定する判定部と、
　判定された通知の種別に対応する処理を行う処理部と、
　を備える、情報処理装置。
（１５）
　前記判定部は、前記通知内容の種別として、前記医療用装置においてエラーが発生した
ことが通知されたエラー発生通知であるか、または、前記医療用装置における現状が通知
された現状報告通知であるかを、判定する、（１４）に記載の情報処理装置。
（１６）
　通知を行う状態を判定するステップと、
　判定結果に基づいて、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置にお
ける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させ
るステップと、
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　を有する、医療用装置により実行される処理方法。
（１７）
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報とを、医療用装置から取得するステップと、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させるステップと、
　を有する、情報処理装置により実行される処理方法。
（１８）
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報に基づく情報とを含む、送信情報が取得された場合に、前記送信情報に
基づいて前記医療用装置における通知内容の種別を判定するステップと、
　判定された通知の種別に対応する処理を行うステップと、
　を有する、情報処理装置により実行される処理方法。
（１９）
　医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置における通知内容を示す医
療用装置通知情報とを、医療用装置から取得する機能、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる機能、
　をコンピュータに実現させるためのプログラム。
（２０）
　医療用装置と、
　第１の情報処理装置と、
　第２の情報処理装置と、
　を有し、
　前記医療用装置は、
　通知を行う状態を判定する第１の判定部と、
　判定結果に基づいて、医療用装置の管理に用いられる装置管理情報と、医療用装置にお
ける通知内容を示す医療用装置通知情報とを、外部装置で読み取り可能な形式で通知させ
る通知処理部と、
　を備え、
　前記第１の情報処理装置は、
　前記装置管理情報と前記医療用装置通知情報とを、前記医療用装置から取得する処理を
行う取得処理部と、
　取得された前記装置管理情報と、取得された前記医療用装置通知情報に基づく情報とを
含む、送信情報を、設定されている所定の送信先に対して送信させる送信制御部と、
　を備え、
　前記第２の情報処理装置は、
　前記送信情報が取得された場合に、前記送信情報に基づいて前記医療用装置における通
知内容の種別を判定する第２の判定部と、
　判定された通知の種別に対応する処理を行う処理部と、
　を備える、医療用情報処理システム。
【符号の説明】
【０１９７】
　１００　　医療用装置
　１０２　　出力部
　１１０、３１０　　判定部
　１１２　　通知処理部
　２００、３００　　情報処理装置
　２０２、３０２　　通信部
　２０４　　取得部
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　２１０　　取得処理部
　２１２　　送信処理部
　２１４　　解析部
　２１６　　通知処理部
　３１２　　処理部
　１０００　　医療用情報処理システム
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